
平成 29年度 行政評価結果の概要 

 

大村市では、市が実施する事業について年に一度、「妥当性」、「有効性」及び「効

率性」の視点を中心に評価を行い、今後の事業の方向性を検討し、新たな事業の実施や

既存の事業の改善・改革を推進しています。 

 

平成 29年度に実施した行政評価結果の概要は、以下のとおりです。 

  

 【評価対象事業】 

・継続事業 

平成 29年度当初予算にて予算化した事業 

・新規事業 

平成 30年度当初予算にて新たに予算化し実施する予定の事業 

・補正新規事業 

   平成 29年度補正予算にて予算化した事業 

 

 【評価事業数】※カッコ内は、平成 28年度の事業数 

  574事業（586事業） 

・継続事業    555事業（565事業） 

・新規事業     15事業（17事業） 

・補正新規事業    4事業（4事業）  ※3月補正までの事業数 

 

 【最終評価別事業数】  ※カッコ内は、平成 28年度の事業数 

・2次評価  532事業（539事業） 

・都市経営戦略会議 42事業（47事業） ※3月補正までの事業数 

※ 2次評価は、各事業担当部長によって行いました。 

※ 都市経営戦略会議では、市長以下で構成するメンバーが事業内容を審査の上、採択・不採択の評価をし

ました。 

（参考） 

       都市経営戦略会議構成員 

       市長、副市長、企画政策部長、総務部長、財政部長、都市整備部長 



 【事業の方向性】 

 

◇継続事業 

方向性 事業数 

現状維持 481 

拡充 40 

終了 6 

縮小 13 

終期設定 0 

廃止 8 

その他の見直し 7 

合計 555 

 

 ○「拡充」とした主な事業 

・子ども医療費助成事業（旧乳幼児医療費助成事業） 

・自殺対策事業 

・スポーツ合宿等誘致事業 

・産業支援センター運営事業 

・中小企業人材育成支援事業 

 

 ○「終了」とした主な事業 

・第３子以降出産祝い金事業 

 

 ○「廃止」とした主な事業 

・介護支援生きがい活動ポイント事業 

 

 ○その他、事業の方向性を見直した主な事業 

・長崎和牛優良素牛導入事業 

・中心商店街テナントミックス事業 

 

◇新規事業として採用した事業 全 15件 

 ○主な事業 

・結婚応援事業 

・待機児童解消緊急保育士確保事業 

・小・中学校施設環境改善事業 

・手話推進事業 

・畑地帯担い手育成型農地整備事業（鈴田内倉地区） 

・移住・定住促進事業 

 

555事業 


